
第
四
章

浜
松
日
体
高
等
学
校
の
沿
革

(
一
)

開
校
の
経
緯

昭
和
三
十
入
年
は
、
戦
後
の
第

一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
が
、
高
校
進
学
を
迎
え
る
年

で
あ

っ
た
。
同
年
三
月
、

浜
松
市
内
二
十
四
の
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
は
入
、
二
五
二
名
に
の
ぼ
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
約
二
、
四
六
〇
名
も
の
増
加
と

な
っ
て
い
た
。
そ
の
内
の
、
六
六

・
九
パ
ー
セ
ン
ト

つ
ま
り
五
、
五
二
二
名

の
生
徒
が
進
学
を
希
望
し
て
お
り
、
市
内
の
県
立
高
校
五
、

私
立
高
校
六
、
市
立
高
校

一
の
計
十
二
校

(総
募
集
定
員
目
三
、
〇
六
〇
名
)
で
は
、
到
底
こ
れ
ら
す

べ
て
の
者
を
受
け
入
れ
る
こ
は

不
可
能
な
状
況
に
あ

っ
た
。
同
年
四
月
に
県
立
浜
松
南
高
等
学
校
が
開
校

の
運
び
に
な
る
に
せ
よ
、
ま
た
公
私
立
高
等
学
校

の
学
級
増

に
よ
る
増
員
分
が
見
込
ま
れ
る
に
せ
よ
、

い
ず
れ
に
し
て
も
高
校
進
学
は
狭
き
門
と
な
り
、
約

一
、
○
○
○
名
以
上
の
中
学
浪
人
を
生

む
事
態
が
予
測
さ
れ
た
。

浜
松
市
当
局
と
し
て
も
、
そ
の
対
応
策
に
は
か
な
り
苦
慮
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
浜
松
市
に
私
立
高
等
学
校
を
誘
致
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
浜
松
市
長
平
山
博
三
氏
は
、
『
は
と
も
ち
』
(創
立
二
十
周
年
記
念
誌
)

の
中
で
、
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。
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当
時
浜
松
と
い
う

の
は
本
当
に
学
校
が
少
な
く
て
入
学
が
難
し
か

っ
た
。
随
分
遠
く
ま
で
、
豊
橋
な
ど

へ
い
く
の
は
も
う
当
然

な

の
で
す
が
、
島
田
な
ど
に
い
っ
て
、
し
か
も
、
そ
れ
で
も
ど
う

に
も
な
ら
な
い
で
、

い
わ
ゆ
る
高
校

へ
入
る
た
め
の
準
備
を
す



る
予
備
校

へ
行

っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
。
何
と
し
て
も
、
こ
れ
は
私
ど
も
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
立
場

で
は
、

何
と
か
こ
れ
を
救

い
た
い
と
い
う
、
そ
う

い
う
気
持
ち
で
県
立
の
方
は
か
な
り
来
て
い
た
だ
い
た
。
県

立
の
学
校
を
誘
致
し
ま
し

て
も
、
実
際
に
は
浜
松
市

が
当
時
か
な
り
の
金
を
出
さ
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
の
で
す
。
来

て
く
れ
な
い
の
で
す
。

一
つ
の
学

校
、
高
校
を
造
る
に
は
市

が
か
な
り
の
財
政
負
担
を
し
な
い
と
出
来
な
い
、
そ
う

い
う
時
代

で
あ

っ
た
。

そ
れ
で
方

々
の
私
立
の

学
校
を
か
な
り
見
て
歩

い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
地

の
私
立
高
校
を
視
察
す
る
中
で
、
平
山
市
長
は
柏
日
体
高
等
学
校
を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
。
同
校

の
学
生
の
礼

儀
正
し
さ
は
市
長
に
強

い
感
銘
を
与
え
た
と
い
う
。
『
は
と
も
ち
』
の
中
で
、
当
時

の
印
象
を
次

の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

私

が

門

の

と

こ
ろ

か

ら

入

っ
て

、

だ

ん

だ

ん

校

長

室

を

た
ず

ね

る

つ
も

り

で
行

っ
た

の

で
す

が
、

ち

ょ
う

ど
学

校

が
終

わ

っ
て

帰

る

時

期

だ

っ
た

と

思

い
ま
す

。

生

徒

の
皆

さ

ん

が
門

の
方

へ
向

か

っ
て

歩

い

て
く

る

。

ど

の

人

を

見

て
も

、

私

の
前

に
来

ま

す

と

止

ま

っ
て
帽

子

を

取

っ
て

頭

を

下

げ

る
。

一
人

も

下

げ

な

い
人

は

い
な

い

の

で
す

。

帽

子

を

わ

ざ

わ

ざ

取

っ
て

、

立

ち

止

っ
て
、

そ

し

て
礼

を

し

て

、

"
こ
れ

は
学

校

を

尋

ね

て
来

ら

れ

た
学

校

の

お

客

さ

ん

だ
"

と

い
う

気

持

ち

で
挨

拶

し

て

い

る

と

い
う

態

度

を

、

"
立

派

だ

な

あ

"

と

思

い
ま

し

た

。

本

当

に
、

こ
れ

は
よ

く

や

れ

る
な

と

い
う

、

そ
う

い
う

感

じ

が

し

た

。
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こ
の
柏
日
体
高
等
学
校

へ
の
訪
問
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
平
山
市
長
は
、
是
非
と
も

こ
の
よ
う
な
学
校
を
浜
松

に

一
つ
誘
致
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
を
、
当
時
の
日
本
体
育
会
理
事
長
米
本
卯
吉

に
持
ち
掛
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
折
、
ま
ず
米
本
理
事
長
は

「
浜
松
は
遠

い
な
あ
」
と
述

べ
ら
れ
た
そ
う

で
あ
る
が
、
平
山
氏
が

「実
は
柏
の
学
校
を
見
に
行

っ
た
。
こ
う

い
う
姿
だ

っ
た
。
こ
れ
は
理
事
長
さ



ん
の
気
持
ち
を
校
長
先
生
が
受
け
取

っ
て
お
ら
な
け
れ
ば
あ

・
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
筈
だ
、
私
は
本
当
に
感

心
し
ま
し
た
。L
と
い
う

話
を
持
ち
出
し
た
と
こ
ろ
、
最
後
に
理
事
長
が

「
そ
れ
で
は
ど
ん
な
所
が
あ
る
か

一
度
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と

い
う

こ
と
に
な

っ
た

と
い
う
。

米
本
理
事
長
も
、
当
時
静
岡
相
互
銀
行
の
社
長

で
あ

っ
た
関
係
上
、
自
分
で
育
て
上
げ
た
生
徒
を
自
分
の
会
社
や
地
元
の
企
業
に
送

り
込
み
た

い
と
の
希
望
を
予
て
よ
り
持

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
静
岡
県
東
部
地
区
に
実
際

に
学
校
誘
致
の
計
画
を
考
え
て
い
た
折
で

も
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
浜
松
日
体
高
等
学
校
設
置
の
話
が
具
体
化
し
、
開
校

へ
向
け
て
の
第

一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の

で
あ
る
。

ま
ず
は
、
昭
和
三
十
七
年
六
月
十
二
日
、
浜
松
市
役
所
市
長
公
室
で
日
体
大
関
係
者
と
浜
松
市
当
局
関
係
者

の
間
で
、
私
立
高
等
学

校
設
置
の
件
に
つ
い
て
の
会
合
が
持
た
れ
た
。
日
本
体
育
会
側
か
ら
は
米
本
理
事
長
が
、
浜
松
市
側
か
ら
は
市

長
を
は
じ
め
市
議
会
議

長
や
小
中
学
校
P
T
A
連
絡
会
長
な
ど
の
関
係
諸
氏
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
席
上
、
米
本
理
事

長
か
ら

「
日
本
体
育
大
学
附
属
高
等
学
校
を
浜
松
に
設
置
す
る
」
と
の
意
志
表
明
が
あ
り
、
併
せ
て
普
通
科
課
程
の
高
等
学
校
に
す
る

と
同
時
に
特
色
あ
る
学
校
に
し
た
い
、
と
の
意
向
も
申
し
添
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
校
地
の
候
補
地
と
し
て
、
積
志

(半
田
)
地
区

(四

五
、
○
○
○
坪
)
、
富
塚
地
区

(三
〇
、
○
○
○
坪
)
、
志
都
呂
地
区

(三
〇
、
○
○
○
坪
)
が
考
え
ら
れ
て

い
る
旨
、
市
側
か
ら
発
表

さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
翌
十
三
日
に
は
、
改
め
て
浜
松
市
文
教
厚
生
委
員
会
正
副
委
員
長
が
、
日
本
体
育
会
経
営

の
柏
日
体
高
等
学

校
と
日
体
荏
原
高
等
学
校
を
視
察
し
て
い
る
。

続
い
て
、
日
付
は
前
後
す
る
が
、
昭
和
三
十
七
年
七
月
五
日
に
、
浜
松
市
長
、
浜
松
市
議
会
議
長
、
浜
松
市
教
育
委
員
会
長
宛
、
浜
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松
私
立
小

・
中
学
校
連
絡
会
会
長
ほ
か
二
、
九

一
八
名
よ
り
、
私
立
高
等
学
校

の
新
設
方
に
つ
い
て
の
陳
情
書

が
提
出
さ
れ
た
。
か
く

し
て
同
年
七
月
二
十
三
日
に
は
、
浜
松
市
議
会
全
員
協
議
会
が
三
十
四
名
の
議
員
及
び
そ
の
他
関
係
者

の
出
席

の
も
と
に
開
催
さ
れ
、

日
本
体
育
大
学
附
属
高
等
学
校
の
誘
致
問
題
が
諮
ら
れ
、
若
干

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
後
、
満
場

一
致
を
も

っ
て
採
択
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
て
、
同
月
二
十
六
日
、
日
体
大
附
属
高
校
誘
致
の
問
題
に
つ
い
て
、
浜
松
市
当
局
関
係
者
と
日
本
体
育
会
理
事
長
、
栗

本
日
体
大
学
長
、
西
村
法
人
事
務
長
が
最
終
的
な
会
合
を
持

っ
た
結
果
、
当
初
希
望
し
て
い
た
富
塚
地
区
の
市
有
地
約
二
五
、
○
○
○

坪
は
谷
間
の
起
伏
が
は
げ
し
く
、
埋
め
立
て
に
手
間
取
り
そ
う

で
あ
る
こ
と
か
ら
断
念
し
、
別
に
市
内
半
田
町

に
あ
る
県
茶
農
業
試
験

場
横
の
市
開
発
公
社
所
有
地
を
候
補
地
と
決
定
し
た
。
学
校
用
地
に
つ
い
て
は
、
当
初
市
側
が
無
償

で
提
供
す

る
事
も
考
え
て
い
た
よ

う

で
あ

っ
た
が
、
他
の
私
立
高
校
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
同
用
地
は
す

べ
て
日
本
体
育
会
が
買
収
し
、
父
母
か
ら
の
寄
附
金
等
を
募

る
こ
と
な
く
、
総
工
費

一
億
六
千
万
円
を
か
け
て
校
舎
等
の
建
設
を
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
同
年
八
月
二
十
五
日
に
は
、
静
岡
県
知
事
に
対
し
て
正
式
に

「浜
松
日
体
高
等
学
校
設
置
認
可
申

請
」
提
出

の
運
び
と
な

っ
た
の
で
あ
る

(注
・日
体
大
付
属
高
校
で
は
な
く
、
姉
妹
校
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
)
。
そ
し
て
こ
の
申
請
に
あ
わ
せ
て
、
創
立
準

備
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
日
本
体
育
会
企
画
部
参
与

の

一
戸
公
哉
氏
と
日
本
体
育
会
事
務
長

の
西
村
清
隆
氏
が
そ
の
任
に
あ
た
る
こ
と

に
な

っ
た
。
両
氏
は
、
建
設
現
場
の
飯
場
の
片
隅
に
あ
る
仮
事
務
所
に
長
期
に
わ
た
り
滞
在
し
、
時
に
は
、
東
京
1
浜
松
間
を
中
古

の

ダ

ッ
ト
サ
ン
で
往
復
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。
開
校
の
影
に
、
両
氏
の
涙
ぐ
ま
し

い
努
力
が
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

校
舎

の
建
設
施
工
は
勝
村
建
設
株
式
会
社
が
請
負

い
、
認
可
の
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
十
月
十
日
に
地
鎮
祭
が
挙
行
さ
れ
た
。

第

一
期
工
事
と
し
て
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
下

一
階
地
上
三
階
建
て
本
館
校
舎
及
び
倉
庫
、
教
職
員
宿
舎
二
棟
等
計
九

一
〇
坪

(二
、
九
入
三

・
八
九

㎡
)
の
施
設
建
設
が
予
定
さ
れ
、
翌
春
四
月
完
工
を
目
指
し
て
工
事

が
す
す
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
同
年
十

一
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月
八
日
に
、
静
岡
県
指
令
六
四

一
号
に
よ
り
、
浜
松
日
体
高
等
学
校
設
置
が
認
可
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
八
年

一
月
二
十

一
日
よ
り
三
十

一
日
ま
で
、
飯
場

の
仮
事
務
所
に
お
い
て
第

一
期
生
の
入
学
願
書

の
受
付
が
行
わ
れ
、

一
、

六

一
七
名
の
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
二
月
十
日
か
ら
三
日
間
、
積
志
中
学
校
を
会
場
と
し
て
入
学
試
験
が
実
施
さ
れ
た
。
試

験
業
務
は
、

一
戸
企
画
部
参
与
と
西
村
事
務
長
を
中
心
に
、
柏
日
体
高
等
学
校
及
び
日
体
荏
原
高
等
学
校
の
教
員

・
生
徒
の
応
援
を
得

て
お
こ
な
わ
れ
、
受
験
生

一
、
六

一
七
名
中
、

一
九

一
名

(男
子

一
二
三
名

・
女
子
六
八
名
)
の
者
が
第

一
期
生
と
し
て
入
学
を
許
可

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
浜
松
日
体
高
等
学
校
は
、
柏
日
体
高
等
学
校
の
教
育
方
針
に
強
く
心
を
打
た
れ
た
平
山
浜
松
市
長
の
強

い
要
請
と
米

本
理
事
長
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
、
短
期
間
の
内
に
開
校
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。

(二
)

草
創
期

昭
和
三
十
入
年
四
月

一
日
を
も

っ
て
、
昨
年
来
創
立
準
備
委
員
と
し
て
全
力
を
傾
注
し
て
き
た

一
戸
企
画
部
参
与
が
初
代
校
長
に
任

命
さ
れ
、
同
時
に
、
専
任
教
員
十
二
名
、
講
師
三
名
、
事
務
員
二
名
、
用
務
員

一
名
に
辞
令
が
発
令
さ
れ
た
。
校
舎
の
第

一
期
工
事
が

四
月
五
日
に
竣
工
す
る
と
、
す
ぐ
に
新
入
生
が
招
集
さ
れ
、
現
在
も
実
施
さ
れ
て
い
る
入
学
前

の
準
備
教
育
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
四

月
入
日
、

一
九

一
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
二
〇

一
教
室
か
ら
図
書
室
ま
で
の
仕
切
り
を
取
り
除

い
た
臨
時
の
会

場
で
、
開
校
式
及
び
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
式
は
、
米
本
理
事
長
及
び

一
戸
校
長
の
訓
辞
、
さ
ら
に
平
山
浜
松
市
長
、
竹
本
衆
議
院

議
員
等
の
祝
辞
が
あ

っ

た
後
、
新
入
生
代
表
の
宣
誓
が
な
さ
れ
、
厳
粛
の
中
に
記
念
す
べ
き
第

一
回
入
学
式
が
終
了
し
た
。
な
お
同
日
、
式
の
後
に
、
米
本
理

事
長
に
よ
り
前
庭
に
建
て
た

「積
志
台
」
の
碑
の
除
幕
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
記
念

の
植
樹
が
平
山
市
長
の
手
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。
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浜
松
日
体
高
等
学
校
の
教
育
指
導
理
念
は
、
次
に
掲
げ
る
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。

一
、
健
康
と
信
用
は
人
生
最
高
の
財
宝
で
あ
る
。

一
、
努
力
は
天
才
に
勝
る
。

一
、
両
親
あ

っ
て
の
己
で
あ
る
こ
と
を
深
や
自
覚
し
、
そ
の
恩
愛
に
報

い
そ
の
期
待
に
こ
た
え
よ
。

こ
れ
は
米
本
理
事
長

の
人
生
訓
で
も
あ
る
が
、
こ
の
指
導
理
念
に
沿

っ
て
、

一
戸
校
長
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
十
七
日
次
の
よ
う

な
校
訓
を
制
定
す
る
と
と
も
に
四

つ
の
生
徒
実
践
目
標
を
提
示
し
て
い
る
。

〈〈

校

訓

〉

「

積

志

力

行

」

生
徒
実
践
目
標

v

一
、
清
掃
の
徹
底

一
、
時
間
厳
守

一
、
週
番
生
徒
の
積
極
的
活
動

一
、
礼
儀
と
言
葉
遣
い

「

清

節

篤

行

L
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こ
の
よ
う
な
実
践
目
標
を
介
し
て
、
柏
日
体
高
等
学
校

の
場
合
と
同
様

に
、
徹
底
し
た

「躾
教
育
」
が
な
さ
れ
、
徳
育
面
の
強
調
さ

れ
た
特
色
あ
る
校
風
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
昭
和
三
十
入
年
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
学
則
第
三
条

の
目
的
の
中
に
も
、
見

出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。



浜
松
日
体
高
等
学
校
は
、
教
育
基
本
法
の
精
神
に
則
り
、
学
校
教
育
法
に
従

い
、

通
教
育
及
び
専
門
教
育
を
施
し
、
特
に
健
康
な
身
体
と
健
全
な
人
格
を
陶
治
し
、

る
こ
と
に
よ

っ
て
国
家
社
会
に
有
為
な
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

中
学
校
に
お
け
る
教
育

の
基
礎
の
上
に
高
等
普

社
会
的
教
養
と
道
徳
的
徳
性
を
身
に
つ
け
さ
せ

最
初

の
授
業
は
四
月
十

一
日
か
ら
始
ま

っ
た
。
こ
の
日
か
ら
生
徒
は
登
校
す
る
と
、
柏
日
体
高
等
学
校

の
場

合
と
同
様
に
、
校
内
服

に
着
替
え
て
い
る
。
開
校
当
初
は
、
毎
日
の
よ
う
に
教
職
員

・
生
徒
が

一
丸
と
な
り
校
庭
の
石
拾

い
や
学
内

の
整
備
に
汗
を
流
し
た
。

そ
の
折
り
に
は
校
長
自
ら
が
率
先
し
て
整
備
作
業
に
あ
た
っ
た
。
学
級
は
、
男
女
別
学
級
で
男
子
三
ク
ラ
ス
、
女
子
ニ
ク
ラ
ス
の
編
成

で
あ

っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
作
業
を
通
し
て
男
女
の
別
な
く
浜
松
日
体
高
等
学
校
の

一
員
で
あ
る
と

い
う
自
覚

が
生
ま
れ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
短
期
間
の
内
に
開
校

へ
と
こ
ぎ
つ
け
た
た
め
、
特
に
学
校
周
辺
の
環
境
整
備
は
追

い
つ
か
ず
、
今
日
で
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
苦
労
も
し
ょ
い
こ
む
こ
と
に
な

っ
た
。
通
学
方
法
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
バ
ス
は
朝
夕
各

一
本
つ

つ
し
か
な
い
た
め
に
、

乗
り
遅
れ
る
と
曳
馬
野
又
は
積
志
か
ら
歩
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
乗
り
遅
れ
て
次
の
バ
ス
停
ま

で
追

い
か
け
る
光
景
は

朝
夕

の
見
慣
れ
た
光
景
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
不
便
か
ら
、
学
校
側
は
バ
イ
ク
に
よ
る
通
学
を
許
可
す
る
よ
う

に
な
る
。
ま
た
、
学
校

の
付
近
に
雑
草
が
多
く
、
女
生
徒
は
そ
こ
に
潜
む
ブ

ヨ
な
ど
に
さ
さ
れ
手
足
を
赤
く
腫
ら
し
た
。
父
兄
か
ら
苦
情
を
持
ち
込
ま
れ
た
。

さ
て
開
校
当
初

の
教
育
課
程
に

つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
次
頁

の
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
総
履
修
単
位
数
は
、
男
女
と

も

一
〇
二
単
位
で
、
芸
術
科

の
音
楽

・
美
術

・
書
道
の
教
科
以
外
は
全
て
必
修
科
目
で
あ

っ
た
。

授
業
と
並
行
し
て
、
開
校
当
初
よ
り
教
科
外
活
動
や
学
校
行
事
の
開
催
に
も
力
が
注
が
れ
、
生
徒
た
ち
は
色

々
な
体
験
を
得
る
機
会
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普通科 ・教育課程

教 科 科 目

単 位 数

指導時間数 摘 要学 年 別
計

合

計1 2 3

国 語

現代 国語 3 2 2 7

15

245

3科 目の 中2科 目又 は

1科 目4単 位選択す。

古 典 甲
だ

古 典 乙 2 175
ぽ

古 典 乙 3 3 105

社 会

倫理 ・杜会 2 2

15

70

政治 ・経済 2 2 70

日 本 史 3 3 105

世界 史A

世界 史B 2 2 4 140

地 理A

地 理B 4 4 140

数 学

数 華 5 5

15

175
り

数 学A 駈

り

数 学B 5 5 175

数 華 5 5 175

理 科

物 理A

15

物 理B 3 2 5 175

化 学A

化 学B 2 2 4 140

生 物 4 4 140

地 学 2 2 170

保健体育

体 育
男4

女2 3 2

男9

女7 男11
女9

315

245

保 健 1 1 2 70

芸 術

音 楽

2 2 4 4 140美 術

書 道

外 国 語 英 語 5 5 5 15 525

家 庭 女2 女2 4 140

小 計
31

男30

女32 29

男90

女92

男3150

女3220

特別教育活動(HR) 1 1 1 3 105

増 加 単 位
2

男3

女1 4

男9

女7

男315

女245 主 として就職、進学の科目

合 計 34 34 34 102 3570
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に
恵
ま
れ
た
。
初
年
度

の
七
月
二
十
九
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の
三
日
間
、
全
校
生
徒
参
加
に
よ
る
校
外
キ
ャ

ン
プ
が
実
施
さ
れ
、
入

月
七
日
に
は
佐
久
米
海
岸
に
て

一
日
だ
け
で
あ
る
が
水
泳
訓
練
も
行
わ
れ
た
。
二
学
期
に
入
り
、
毎
朝
屋
上
で
国
歌
吹
奏
と
国
旗
校
旗

掲
揚
を
伴
う
朝
会
礼
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
、
九
月
九
日
よ
り
週
二
回
男
子
は
空
手
と
剣
道

の
、
女
子
は
家
庭
の
特
別
訓
練
が
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
九
月
十
四
日
に
は
校
内
英
語
弁
論
大
会
が
、
十
月
二
十
七
日
に
は
第

一
回
体
育
祭
が
開
催

さ
れ
、
三
学
期
に
入
る

と
文
化
祭
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等

の
行
事
も
行
わ
れ
た
。
翌
三
十
九
年
度

の
水
泳
実
習
は
、
浜
名
湾
遊
泳
協
会

の
応
援
を
得
て
内
山
海
岸

に
て
浜
名
湾
古
式
泳
法
の
訓
練
を
中
心
に
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
に
あ
た
り
、
夏
期
休
業
を

短
縮
し
て
十
月
十

一
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
種
目
別
に
交
代
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
観
戦
さ
れ
た
。
同
年
よ
り
、
全
校
生
徒
参
加
に
よ
る

強
歩
大
会
が
約
二
〇
㎞
の
距
離

で
開
催
さ
れ
、
個
人
と
ク
ラ
ス
に
対
し
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
年
十

一
月
の
文
化
祭
に
は
、

鷹
司
平
通
氏
作
曲
、

一
戸
校
長
作
詩
に
よ
る
校
歌

(前
年
七
月
に
制
定
)
の
発
表
会
も
行
わ
れ
た
。
学
校
生
活

面
で
は
、
初
年
度
よ
り

許
可
さ
れ
た
バ
イ
ク
通
学
が
、
市
内
高
等
学
校
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た
が
、
調
髪

の
方
は
三
年
に
進
級
す
る
と
同
時
に
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

昭
和
四
十
年
度
よ
り
、
強
歩
大
会
が
新
入
生
歓
迎
行
事
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
五
月
の
連
休
を
利
用
し
実
施
さ
れ
た
。
三
学
期
に

は
、
第

一
回
卒
業
式
が
米
本
理
事
長
、
平
山
市
長
を
迎
え
厳
粛

の
う
ち
に
挙
行
さ
れ
、
理
事
長
賞
、
皆
勤
賞
、
努
力
賞
、
功
労
賞
等

の

賞
が
授
与
さ
れ
た
。

さ
ら
に
昭
和
四
十

一
年
度
か
ら
、
夏
期
訓
練
と
し
て
陸
上
自
衛
隊
富
士
学
校

で
の
入
隊
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。
初
年
度
は
、
七
月
十

八
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
は
三
年
生
が
、
七
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
は
二
年
生
が
参
加
、
隊
員
達
と
共
に
寝
起
き
し
て
規
則

正
し
い
生
活
を
送
り
、
集
団
行
動
の
基
本
が
身

に
つ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、

こ
の
入
隊
訓
練
は
女
生
徒
も

一
緒
に
行
わ
れ
た
の
で
大
変
話
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■

題

を
呼
ん
だ
が
、
昭
和
四
十
五
年
を
最
後
に
中
止
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
若
干

の
中
断
は
あ

っ
た
も
の
の
夏
季
訓
練
は
、
御
殿
場
国
立
青

年

の
家
、
三

ヶ
日
青
年
の
家
、
春
野
町
高
校
生
山
の
村
と
場
所
を
変
え
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
月
に

一
回
全
校
訓
練
が

実
施
さ
れ
、
例
え
ば
昭
和
四
十
二
年
六
月
の
全
校
訓
練
は
、
N
H
K
の
体
操
の
先
生
で
知
ら
れ
る
紅
林
武
男
氏
を
招

い
て
体
操
指
導
が

行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
開
校
当
初
よ
り

「躾
教
育
」
の

一
環
と
し
て
各
種
の
学
校
行
事
や
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
集
団
活
動
を
通
し
て
規
律
あ

る
態
度
の
育
成
に
大
変
力
が
注
が
れ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十

一
年
五
月
に
は
よ
り

一
層

の
躾
教
育

の
徹
底
を

図
る
為
に

『躾
と
た
し

な

み
』
と
い
う
小
冊
子
が
全
校
生
徒
に
配
付
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
躾
教
育
を
柱
と
す
る
本
校
の
教
育
方
針
が
地
域
社
会
の
人
び
と
に

知
れ
わ
た
る
よ
う
に
な
り
、
「躾

の
厳
し

い
学
校
」、
「規
律

の
正
し
い
学
校
」
と
い
う
評
価
を
受
け
る
よ
う

に
な

っ
た
。

施
設
は
年
と
と
も
に
充
実
し
、
昭
和
三
十
入
年
三
月
第

一
期
工
事
が
竣
工
し
た
の
に
続
き
同
年
十
二
月
に
は
第
二
期
工
事
が
、
昭
和

四
十
年
四
月
に
は
第
三
期
工
事
が
完
工
し
、

一
号
館

(四
、
六
九
六
㎡
)
の
す
べ
て
が
完
成
し
た
。
体
育
館
も
昭
和
三
十
九
年
十

一
月

に
は
竣
工
し
、
そ
の
年

の
文
化
祭
の
初
日
に
体
育
館
開
き
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
折
り
、
米
本
理
事
長
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、
神
事
、
祝
辞

に
続

い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
体
大
体
操
チ
ー

ム
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
演
技
が
披
露
さ
れ
た
。
プ
ー

ル
は
昭
和
四
十
二
年
八
月
に
完

成
し
、
プ
ー
ル
開
き
に
は
日
本
水
連
理
事
で
往
年

の
名
選
手
太
田
光
雄
氏
の
模
範
水
泳
、
浜
名
湾
遊
泳
協
会
の
方

々
に
よ
る
古
式
泳
法

の
披
露
が
行
わ
れ
、
ま
た
そ
の
折

の
生
徒
代
表
を
従
え
て
の

一
戸
校
長
の
き
れ
い
な
平
泳
ぎ
も
印
象
的
で
あ

っ
た
。
同
年
十

一
月
に
は
、

体
育
館
横
に
プ

レ
ハ
ブ
で
は
あ

っ
た
が
剣
道
場
が
建
て
ら
れ
そ
の
道
場
開
き
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
二
学
期
に
は
グ
ラ
ン
ド
整
備
が
行

わ
れ
、
三
〇
〇
m
の
ト
ラ

ッ
ク
も
建
設
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
四
年
八
月
に
は
作
法
室
が
落
成
、
翌
年
に
は

一
戸
校
長
の
長
年
の
念
願
で

あ

っ
た
武
道
場
が
建
て
ら
れ
、
十
月
入
日
に
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
し
か
し
同
校
長
は
そ
の
三
か
月
前

に
夏

の
高
校
野
球
予
選
で
、
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本
校
野
球
部
の
応
援
中
、
突
然
亡
く
な
る
と
い
う
悲
運
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(三
)

充
実

・
発
展
期

浜
松
日
体
高
校
は
、
前
項

で
も
述
べ
た
如
く
、
柏
日
体
高
校
を

一
つ
の
模
範
と
し
て
出
発
し
た
。
校
内
服
、

躾
教
育
、
各
種
行
事
及

び
校
外
授
業
、
男
女
別
学
等
多
く
の
事
柄
を
同
校
よ
り
受
け
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
浜
松
日
体
高
校
は
、
開

校
五
周
年
を
迎
え
る
頃

(昭
和
四
十
二

・
三
年
頃
)
か
ら
、
学
校
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
改
革
が
進
め
ら
れ
、
少
し
ず

つ
独
自
の
路
を
模
索
し
始
め
た
。
昭
和

三
十
入
年
学
則
定
員

一
学
年
二
四
〇
人

(男
子

一
二
〇
人

・
女
子

一
二
〇
人
)
の
男
女
別
学
と
し
て
出
発
し
た

の
で
あ

っ
た
が
、
昭
和

四
十
三
年
度
よ
り
男
女
共
学

の
学
級
編
成
と
な

っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
は
生
徒
た
ち
は
登
校
す
る
と
必
ず
校

内
服
に
着
替
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

っ
た
が
、
同
年
よ
り
こ
の
校
内
服
も
廃
止
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
は
、
男
子
夏
服
の
上
着
も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
五
年
十

一
月
西
野
淑
氏
が
二
代
目
校
長
に
就
任
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
指
導
に
加
え
、
進
学
指
導
の
面
に

も
大
き
な
力
が
注
が
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
と
の
関
連
で
教
育
課
程
の
改
訂
も
行
わ
れ
た
。
も
と
も
と
同
校

は
、
入
学
試
験
で
併
願

制
を
と
り
入
れ
た
と
い
う
性
格
上
、
入
学
し
て
く
る
生
徒
間
に
学
力
差
が
あ

っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
学
力
差
を
考
慮

せ
ず
ク
ラ
ス
編
成
を
行
う
と
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
る
生
徒
と
つ
い
て
い
け
な
い
生
徒
が
明
確
化
し
、
生
徒
に
と
っ
て
も

マ
イ
ナ

ス
面

が
多
く
、
授
業

の
進
行
に
も
多
く
の
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

一
年
か
ら
二
年
に
進
級
す
る
際
、
上
位
の
者
を
集
め

選
抜
ク
ラ

ス

(
一
ク
ラ
ス
)
を
編
成
し
、
そ
の
他

の
生
徒
を
文
系
ク
ラ

ス
と
理
系
ク
ラ
ス
に
分
け
、
学
力
別
、
進
路
別
ク
ラ
ス
を
編
成

す
る
方
法
を
と
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
に
相
応
し
て
教
育
課
程
の
改
訂
も
行
わ
れ
、
従
来
は
必
修
科
目
が
殆

ど
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
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多
く
の
選
択
科
目
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
に
あ
わ
せ
た
選
択
教
科
制
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う

に
し
て
、
受
験
体
制
も

徐

々
に
確
立
さ
れ
て
い
き
、
昭
和
四
十
入
年
頃
か
ら
大
学
進
学
率
の
上
昇
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、

同
校
に
対
す
る
地
域
社
会

の
評
価
も
以
前
と
は
か
な
り
変

っ
て
き
て
お
り
、
例
え
ば
、
前
浜
松
市
長
の
平
山
氏
は
、
第
二
十
期
生
の
入

学
式
に
際
し
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
れ

は

初

め

の

こ
ろ

、

よ

く

こ

の
学

校

は
、

北

高

の
落

ち

た

の

が
来

る

所

で
、

そ

う

い
う

の
を

拾

う

所

だ

と
言

っ
て

お

り

ま

し

た
。

し

か
し

、

一
昨

々
年

、

一
昨

年

あ

た

り

か

ら

東

大

へ
も

行

っ
て

い
る

の

で
す

よ

。

今

年

は
、

こ

こ

の
医

大

へ
も

入

っ
て

お

り

ま
す

。

国

立

の
相

当

の
所

に

入

っ
て

い

る

人

た

ち

は
、

か

な

り

あ

り

ま
す

。

こ
れ

を

見

て

も

"
北

高

を

落

ち

た

の
を

拾

う

学

校

"

か

ら

、

"
大

手

を

振

っ
て

行

け

る
学

校

"

に
な

っ
て

お

り

ま

す

。
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昭
和
四
十

一
年
か
ら
五
十
二
年
ま
で
の
進
学
状
況

(日
本
体
育
大
学
以
外
)

昭
和
41

入 大
学
年
度 学

男
52

子 4

年
女

4 制
子

大

学
56 計

男
2

子
短

女 期
11

子 大

学

13 計



49 48 47 46 4544 43 42

100 96一 66 65 8284 72 87

3 9 16 16 105 2 6

103 105 82 81 9289 74 93

8 10 8 6 261

'

10 4

22 28 18 19 1713 19 24

30 38 26 25 4314 29

'

28
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52 51 50

156 117 130

7 7 10

163 124 140

3 4 6

18 32 25

21 36 31

 

こ
の
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
昭
和
四
十
入
年
以
降
特
に
男
子
生
徒

の
四
年
生
大
学

へ
の
進
学
者
が
急
増

し
て
お
り
、
受
験
体
制

の
確
立
の
た
め
の
こ
れ
ま
で
の
地
道
な
努
力
が
実
り

つ
・
あ
る
事
を
し
め
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
は
昭
和
五
十

一
年
度
よ
り
、
そ
の
年
の
入
学
試
験
の
成
績
を
検
討
し
て
い
く
中

で
そ
の
上
位
に
あ

る
特
定

の
グ

ル
ー
プ
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
思

い
切

っ
て

一
年
次
よ
り
選
抜
ク
ラ
ス
を
編
成
し
、
国
公
立
大
学

へ
の
受
験
に
も

対
応
で
き
る
態
勢
を
整

え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ

の
甲
斐
あ

っ
て
国
公
立
大
学

へ
の
進
学
者
も
徐
徐

に
増
え
、
昭
和
五
十
三
年
に
は
東
京
大
学

へ
合
格
す
る
者

も
出
て
き
た
。
昭
和
五
十
四
年
、
西
野
淑
二
代
校
長
が
退
職
、
後
任
に
野
口
太
彌
校
長
が
就
任
し
て
進
学
体
制

は

一
層
進
み
、
昭
和
五

十
六
年
度
よ
り
正
式
に

「
理
数

コ
ー
ス
」
が

一
年
次
よ
り
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
教
育
課
程
も
次
頁
の
表

の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
た
。

こ
の
理
数

コ
ー
ス
と
は
、
理
数
系
の
教
科
に
重
点
を
置
き
学
習
す
る
コ
ー
ス
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
五
教

科
に
ま
ん
べ
ん
な
く
重
点

を
置
い
た
国
公
立
大
学
受
験
向
き
の
特
進

コ
ー
ス
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
学
年
毎

の
履
修
単
位
数
も
、
普
通

コ
ー
ス
に
比

べ
る
と
三
単

位
増
え
三
十
七
単
位
と
な
り
、
週
三
日
は
七
時
限
目
ま
で
授
業
が
あ
る
。
昭
和
五
十
八
年
に
は
、
単
願

・
併

願
と
も
に
理
数

コ
ー
ス
を
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希
望
す
る
者
が
増
え
、

一
ク
ラ
ス
四
十
八
名
定
員
の
と
こ
ろ
、

一
、
〇
五
四
名
の
志
願
者
が
あ
り
、
そ
の
倍
率

は
何
と
二
十
二
倍
に
も

達
し
た
。
そ
の
中

の
か
な
り

の
者
が
公
立
高
校

へ
入
学
し
た
も
の
の
、

こ
の
理
数

コ
ー
ス
の
学
習
に
耐
え
う
る
と
判
断
し
て
入
学
し
た

も

の
が
定
員
の
二
倍
近
く

い
た
た
め
、
同
年
は
こ
の
理
数

コ
,ー
ス
を
ニ
ク
ラ
ス
設
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
理
数

コ
!
ス
へ
の
希

望
者
が
多
数
に
昇

っ
た
場
合
に
は
、
準
理
数

コ
ー

ス
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
願
書
提
出
の
段
階

で
、
理
数

コ
ー
ス
と
普
通

コ
ー
ス
は

区
別
さ
れ
て
い
た
が
、

一
年
次
か
ら
二
年
次
に
進
級
す
る
際
に
、
普
通

コ
ー
ス
の
上
位
と
、
理
数

コ
ー
ス
の
下
位
の
若
干
名
を
入
替
え
、

普
通

コ
ー

ス
へ
入
学
し
た
者
も
そ
の
後

の
努
力
次
第
で
は
理
数

コ
ー
ス
へ
も
進
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
普
通

コ
ー
ス
に
し

て
も
、
二
年
次
よ
り
文
系

コ
ー
ス
と
理
系

コ
ー
ス
に
分
化
し
、
四
年
生
私
立
大
学
や
短
期
大
学

の
受
験
に
向
け

て
充
実
し
た
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
が
編
成
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
受
験
体
制

の
充
実
に
と
も
な

っ
て
、
国
公
立

・
私
立
四
年
生
大
学

へ
の
合
格
者
数
が
次
の
表

の
ご
と
く
年
と
と
も
に
増
え
、
平
成
三
年
度
に
は
、
国
公
立
四
年
生
大
学
に
は
六
十
五
名
、
私
立
四
年
生
大
学

に
は
三
五
〇
名
も

の
合

格
者
を
出
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
五
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
の
進
学
状
況

一1249一

55

年

年
次

11

国
公
立
大
学

165

私
立
大
学

35

短
期
大
学

34

専

門
各
種

296

卒
業
生
数



63

年

62

年

61

年

60

年

59

年

58

年

57

年

56

年

37 20 24 9 19 16 14 8

287 263 201 154 231 146 182 115

55 53 48 18 48 33 41 29

60 41 46 32 46 33 31 30

372 327 320 208 339 230 276 227

一1250一



平
2
年

平
元
年

38 46

197 238

58 61

64 55

320 313

 

(注
:
表
の
数
値
は
合
格
者
数
を
示
す
。
そ
の
中
に
は
浪
人
も
含
む
。
)

次
に
、
昭
和
六
十
二
年
度
よ
り
浜
松
日
体
高
校
に
お
い
て
も
、
推
薦
入
学
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
近
年
同
地

区
の
私
立
高
校
が
内
定
制
を
と
る
よ
う
に
な

っ
た
り
、
県
立
高
校
に
お
い
て
も

一
般
受
験
と
は
別
に
推
薦
入
学
方
式
を
採
り
入
れ
る
学

校
が
増
え
て
き
た
と
い
う
周
囲
の
状
況
を
考
慮
に
い
れ
て
の
判
断
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
同
校
の
推
薦
制
度

に
は
、
理
数
推
薦
と

一

般
推
薦
の
二
種
が
あ
り
、
理
数
推
薦
と
は
、
従
来

こ
の
コ
ー
ス
で
行

っ
て
い
た
、
内
申
計
と
国
社
数
理
英
の
五
教
科

の
そ
れ
ぞ
れ
の
評

定
が
規
定
以
上
の
者
を
対
象
に
予
め
中
学
校
長
か
ら
推
薦
し
て
も
ら
い
内
定
し
て
い
た
内
定
制
度
を
制
度
化
し

た
も

の
で
あ
る
。
同
校

の
理
数
推
薦
で
は
、
推
薦
制
度

の
本
来
の
意
味
を
鑑
み
、
且

つ
県
立
高
校

の
制
度
に
準
じ
学
力
検
査
を
免
除
す

る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

一
般
推
薦
と
は
、
今
回
新
し
く
普
通

コ
ー

ス
に
設
け
た
制
度

で
、
内
申
計
が
規
定
以
上
を
条
件
と
し
(但
し
評
定
二
以
下
が
無
い
こ
と
)

併
せ
て
全
人
的
な
特
色
あ
る
尺
度
を

い
く

つ
か
設
け
、
そ
の

一
つ
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
早

い
時
期
に
合
格
を
内
定
す
る
制
度
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
場
合
、
学
力
特
色
を
よ
く
理
解
し
、
ま
た
同
校
の
校
風
造
り
に
際
し
中
心
的
役
割
を
担
え
る
よ
う

な
人
物
を
よ
り
多
く
獲

得
し
た
い
と
の
意
図
が
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
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ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
度

の
生
徒
募
集
か
ら
特
待
生
制
度
が
発
足
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
普
通

コ
ー
ス

・
理
数

コ
ー

ス
に
限
ら
ず
特

別
成
績

の
優
秀
な
単
願
生
を
対
象
に
、
毎
年
若
干
名
、
授
業
料

(成
績

に
よ
り
進
級
時
に
更
新
)
入
学
金

・
施

設
拡
充
費
を
免
除
す
る

も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
各
種
制
度

の
導
入
及
び
理
数

コ
ー
ス
の
開
設
に
と
も
な
う
受
験
体
制

の
確
立
に
よ

っ
て
、
昨
今

の
浜
松
日
体
高
等
学
校

の
充
実
ぶ
り
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

現
在
、
浜
松
日
体
高
校
に
は
計
十
七
の
部
が
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
運
動
部
と
し
て
は
、
陸
上
競
技

・
水
泳

・剣
道

・
柔
道

・
野
球

・

バ
レ
i

・
バ
ス
ケ
ッ
ト

・
テ

ニ
ス
・
卓
球

・
サ
ッ
カ
ー
の
計
十

の
部
が
、
ま
た
、
文
化
部
と
し
て
は
、
吹
奏
楽

・
華
道

・
茶
道

・
書
道

・

美
術

・
写
真

・
家
庭

・
生
物

・
英
語
研
究
の
計
九
の
部
が
毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
特

に
こ
れ
ま
で
目
ざ
ま
し
い

活
躍
を
見
せ
た
の
が
、
水
泳
と
陸
上
の
両
部
で
あ
る
。
水
泳
部
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
昭
和
四
十

一
年

に
は
飛
板
飛
込
と
高
飛
込
に
お

い
て
国
体

へ
選
手
を
出
場
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
同
部
は
毎
年
の
よ
う

に
国
体
や
高
校
総
体
に
選
手
を

派
遣
し
、
飛
込
や
競
泳
で

上
位
の
成
績
を
収
め
て
い
る
。
近
年
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
以
来
三
年
連
続

同
校

の
服
部
選
手
が
二
〇

'

○
メ
ー
ト

ル
平
泳
ぎ
で
二
位
に
、
ま
た
、
同
選
手
は
、
平
成
二
年
の
日
本
室
内
選
手
権
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
平

泳
ぎ
で
四
位
に
入
賞
し
て

い
る
。
陸
上
部
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
五
回
高
校
総
体

(昭
和
四
十
七
年
)
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
で
石
津
選
手

が
二
位
に
入
賞
し
た
の
を

き

っ
か
け
に
、
そ
の
後
も
多
く
の
選
手
を
全
国
大
会
に
出
場
さ
せ
、
好
成
績
を
収
め
て

い
る
。
特

に
昭
和
五
十
三
年
の
高
校
総
体

一
六

〇
〇
メ
ー
ト
ル

・
リ

レ
ー
で
は
、
同
校
リ
レ
ー
チ
ー

ム
は
全
国
高
校
新
記
録
を
樹
立
し
、
陸
上
競
技
史
上
に
輝
か
し

い
金
字
塔
を
う
ち

た
て
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
に
な

っ
て
、
女
子
長
距
離
部
門
の
活
躍
が
目
立
ち
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
全
国
女
子
ジ

ュ
ニ
ア
ク

ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
で
同
校
チ
ー
ム
が
五
位
に
入
賞
、
平
成
元
年
、
二
年
に
は
女
子
長
距
離
チ
ー
ム
が
県
高
校
駅
伝
で
優
勝
し
、
全
国
高
校
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女
子
駅
伝
に
出
場
し
た
。
次
に
文
化
部
で
は
、
平
成
元
年
に
書
道
部

の
北
村
多
栄
子
が
年
賀
葉
書

コ
ン
ク
ー
ル
で
郵
政
大
臣
賞
を
、
ま

た
毎
日
全
国
学
生
書
写
書
道

で
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
て
い
る
。

施
設
面
の
整
備
拡
充
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
図
書
室

・
生
物
室

・
視
聴
覚
教
室

・
生
徒
会
室
等

の
あ
る
二
号
館

新
館
が
完
成
し
、
同
年
五
月
に
そ

の
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。
創
立
二
十
周
年
に
あ
た
る
昭
和
四
十
七
年
五
月
に
は
、
三
号
館

(普
通
教

室

・
大
教
室

・
進
路
指
導
室

・
特
別
室
)
建
設
の
た
め
の
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
同
年
十

一
月
五
日
に
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
の

一
つ

と
し
て
三
号
館
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
運
動
部
活
動
の
活
発
化
と
も
平
行
し
、
昭
和
四
十
五
年
頃

か
ら
運
動
部
部
室

の
増

設
工
事
が
行
わ
れ
、
同
年
六
月
と
昭
和
四
十
入
年
に
は
部
室
が
五
室
増
築
さ
れ
、
昭
和
五
十
八
年
に
は
十
二
室
も

の
運
動
部
部
室
が
増

改
築
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
運
動
部
関
係
の
施
設
に

つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
九
月
に
野
球
場
防
球
ネ

ッ
ト
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
五
十
三

年
八
月
に
は
グ
ラ
ン
ド
の
改
修
工
事
及
び
体
育
館
床
面

の
改
修
工
事
が
完
工
、
昭
和
六
十
二
年
二
月
に
は
プ
ー

ル
管
理
棟
が
増
改
築
さ

れ
、
さ
ら
に
平
成
元
年
入
月
に
は
体
育
館
が
全
面
改
装
さ
れ
、
平
成
二
年
に
は
野
球
部
室
を
新
設
し
た
。

次
に
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
同
校
で
は
、
地
域
社
会
と
の
繋
が
り
を
深
め
る
た
め
に
、
県
下

一
斉
ク
リ
ー

ン
作
戦
の

一
環
と
し
て

奉
仕
活
動
の
日
を
設
け
、
年
二
回
全
校
生
徒
を
あ
げ
て
学
校
周
辺
道
路

の
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾

い
を
実
施
し
て
い
る
。
献
血
も
社
会
奉
仕

の
意
味
で
、
最
初
は
三
年
生

の
卒
業
献
血
と
銘
打

っ
て
行

っ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
は
全
校
生
徒
に
呼
び
掛
け
、
昭
和
六
十

年
に
は
献
血
者
が
四
入
○
名
に
も
達
し
、
県
知
事
よ
り
感
謝
状
が
、
平
成
三
年
に
は
厚
生
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

最
後
に
、
浜
松
日
体
高
等
学
校
の

一
つ
の
特
色
と
し
て
、
校
外
授
業
や
各
種
訓
練
と
並
ん
で
、
文
化
的
行
事

が
学
校
行
事

の
中
に
よ

く
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
開
校
当
初
よ
り
殆
ど
毎
年
の
よ
う

に
、
外
部
よ
り
講
演
者
を
招
き
講
演
会
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
勉
学
や
ス
ポ
ー
ツ
の
他
に
、
文
化
的
な
面
で
も
幅
広

い
教
養
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う

と
す
る
学
校
側
の
姿
勢
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を
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

以
上
、
浜
松
日
体
高
等
学
校
は
、
開
校
当
初
、
柏
日
体
高
等
学
校
を

一
つ
の
模
範
と
し
て
、
校
外
授
業
や
各

種
の
訓
練
授
業
を
通
し

徹
底
し
た
躾
教
育
が
な
さ
れ
、
大
変

ユ
ニ
ー
ク
な
校
風
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
開
校
当
初
の
精
神

を
継
承
し

つ
つ
、
昭
和

四
十
五
年
頃
か
ら
受
験
体
制

の
確
立
に
と
も
な
い
浜
松
日
体
高
校
は
、
文
武
両
面
を
兼
ね
備
え
た

「進
学
校
」

へ
と
脱
皮
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
今
後
と
も
同
校

の

一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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